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新
技
術
普
及
へ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

新
技
術
普
及
へ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

国
交
省

推
進
会
議
下
水
道
管
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

汚
水
処
理
施
設
の
最
適
化
を
推
進

広
域
連
携
の
事
業
運
営
と
一
体
化

国
土
交
通
省
は
３
月
１２

日
、
東
京
・
新
宿
区
の
公
益

財
団
法
人
日
本
下
水
道
新
技

術
機
構
で
第
４
回
「
下
水
道

管
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の

高
度
化
・
実
用
化
推
進
会

議
」
（
委
員
長
・
加
藤
裕
之

東
京
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
都
市
工
学
専
攻
特
任
准
教

授
）
を
開
催
し
た
。
新
技
術

の
早
期
・
円
滑
な
普
及
へ
飛

行
式
ド
ロ
ー
ン
・
浮
流
式
カ

メ
ラ
技
術
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
を
打
ち
出
し
た
。

当
日
は
国
交
省
の
本
田
康

秀
大
臣
官
房
参
事
官
（
上
下

水
道
技
術
）
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

関
連
法
案
の
改
正
作
業
を
進

め
て
お
り
、
３
月
末
の
閣
議

決
定
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

れ
に
伴
い
新
技
術
の
開
発
に

し
っ
か
り
取
り
組
み
、
必
要

な
予
算
を
投
じ
て
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
実
効
性
の
あ
る
内

容
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
加
藤
委
員
長
が

「
地
下
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
性

を
確
保
し
、
適
切
な
管
理
を

実
現
す
る
新
技
術
の
開
発
に

期
待
し
て
い
る
。
日
本
の
得

意
分
野
に
育
成
し
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
た
。

議
事
で
は
飛
行
式
ド
ロ
ー

ン
や
浮
流
式
カ
メ
ラ
の
利
用

に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏

ま
え
、
２
０
３
０
年
ま
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
を
提
示
し

た
。
今
年
試
行
し
、
来
年
か

ら
本
格
的
に
導
入
す
る
。
新

技
術
に
つ
い
て
は
２
０
２
８

年
の
実
用
化
へ
実
証
実
験
な

ど
を
進
め
て
い
く
。
導
入
に

必
要
な
技
術
資
料
は
今
年
度

中
に
作
成
す
る
考
え
だ
。

こ
の
あ
と
埼
玉
県
と
行
田

市
が
具
体
的
な
取
り
組
み
事

例
を
紹
介
。
Ａ
Ｉ
画
像
診
断

技
術
の
普
及
促
進
策
な
ど
も

検
討
し
た
。

国
土
交
通
省
、
総
務
省
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省
の
４
省
は
３
月
１３
日
、
東
京
・
中
央
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京
駅
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
第
１
回
「
汚
水
処
理
施
設
の
最
適
化
と
広
域
連
携
の
推
進
に
向
け
た
検
討
会
」
（
委

員
長
・
浦
上
拓
也
近
畿
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
人
口
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
を
踏

ま
え
、
下
水
道
な
ど
集
約
型
と
浄
化
槽
な
ど
分
散
型
の
施
設
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
推
進
し
、
広
域
連
携
に
よ
る

事
業
運
営
と
の
一
体
化
を
め
ざ
す
。
具
体
的
な
方
向
性
を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
方
針
だ
。

汚
水
処
理
施
設
の
全
国
的

な
概
成
は
着
実
に
進
捗
し
て

い
る
も
の
の
、
一
部
の
地
域

で
は
数
百

万
人
が
利

用
で
き
な

い
状
況
が

続
い
て
い

る
。
ま
た

地
域
住
民

・
自
治
体

職
員
の
減

少
や
施
設

の
老
朽
化

に
よ
っ
て

事
業
の
持
続
可
能
性
や
災
害

へ
の
備
え
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
４
省
は
業
務

執
行
力
の
向
上
、
災
害
対
応

力
の
強
化
、
適
切
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
確
立
な
ど
の
観
点

か
ら
有
識
者
に
よ
る
検
討
会

を
新
設
し
て
議
論
を
進
め
る

こ
と
に
し
た
。

初
会
合
で
は
国
交
省
の
吉

澤
正
宏
水
管
理
・
国
土
保
全

局
下
水
道
事
業
課
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
汚
水
処

理
施
設
の
整
備
は
令
和
８
年

度
に
お
け
る
概
成
目
標
達
成

も
視
野
に
入
っ
て
き
た
が
、

人
口
減
少
の
加
速
に
よ
り
整

備
済
み
下
水
道
区
域
を
廃
し

て
浄
化
槽
に
転
換
す
る
事
例

も
出
始
め
て
い
る
。
持
続
可

能
な
汚
水
処
理
を
実
現
す
る

に
は
集
約
型
と
分
散
型
の
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
強
力
に
推

進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

ま
た
組
織
体
制
の
強
化
も
道

半
ば
で
特
に
中
小
市
町
村
で

厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
、
広

域
連
携
に
よ
る
一
体
化
の
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
当

検
討
会
で
新
た
な
方
向
性
を

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
促
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
浦
上
委
員

長
が
「
能
登
半
島
地
震
や
埼

玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事

故
な
ど
で
上
下
水
道
の
重
要

性
が
国
民
に
広
く
認
識
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
上
下
水
道
を
次

世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
も

重
責
を
担
う
当
検
討
会
で
未

来
志
向
の
議
論
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

要
請
し
た
。

議
事
で
は
汚
水
処
理
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
や
各
種
汚

水
処
理
施
設
の
整
備
済
み
区

域
・
整
備
予
定
区
域
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
、
集
約
型
か
ら
分

散
型
へ
の
転
換
事
例
、
整
備

計
画
の
見
直
し
事
例
な
ど
を

説
明
。
そ
の
う
え
で
今
秋
を

め
ど
に
最
適
化
と
広
域
連
携

に
関
す
る
２
つ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

ガイドライン作成へガイドライン作成へ
吉澤国交省課長

国交省など４省検討会が初会合

浦上委員長

下水道新技術機構で開催

本田参事官

加藤委員長
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